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米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬

上
杉
松
岬
両
神
社
信
仰
会
会
員

加

澤

昌

人

は
じ
め
に

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
八
月
、
上
杉
齊
憲
は
、
そ
れ
ま
で
米
沢
城
本
丸
の
御
堂
で
祭
祀
し
て
い
た
謙
信
を
、
仏
式
を
改
め
神
式

で
祭
祀
す
る
と
い
う
大
改
革
を
行
っ
た
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
十
二
月
に
火
災
で
焼
失
し
た
御
堂
を
、
自
ら
再
建
し
て
以
来
二

十
数
年
に
し
て
の
、
謙
信
祭
祀
の
大
転
換
で
あ
っ
た
。
藩
政
期
の
御
堂
は
、
い
わ
ば
密
室
的
な
祭
祀
で
あ
っ
た
が
、
上
杉
神
社
と
な

っ
て
か
ら
は
、
庶
民
に
も
広
く
開
か
れ
た
も
の
と
な
っ
た
大
変
革
で
あ
る
。

1

以
来
数
え
て
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
は
、
百
五
十
年
目
に
あ
た
る
。
こ
の
記
念
の
年
の
四
月
二
十
九
日
の
御
例
祭
は
大
い
に
賑

わ
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
春
先
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、
規
模
を
縮
小
し

て
役
員
の
み
の
参
列
と
な
っ
た
。
市
民
あ
げ
て
の
「
上
杉
ま
つ
り
」
も
、
一
時
は
秋
に
延
期
す
る
と
さ
れ
た
が
、
結
局
は
中
止
と
決

ま
っ
た
。
世
情
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
神
社
所
縁
の
人
々
に
と
っ
て
は
至
極
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
当
日
は
各
自
が
神

社
の
御
神
徳
を
偲
び
、
遙
拝
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
は
、
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
て
米
沢
藩
は
な
く
な
り
、
藩
か
ら
の
俸
禄
を
失
っ
た
旧
藩
士

の
中
に
は
新
た
な
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
に
、
米
沢
を
離
れ
た
人
々
も
少
な
く
な
い
。
彼
等
が
新
天
地
で
心
の
拠
り
所
と
し
た
の
は
、

旧
藩
以
来
連
綿
と
続
く
、
謙
信
、
鷹
山
へ
の
崇
敬
の
念
で
あ
っ
た
。
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明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
、
す
べ
て
を
民
費
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
上
杉
神
社
は
、
県
社
と
な
り
、
そ
の
後
は
毎
年
賑
や
か
な
祭
典

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
十
一
月
二
十
三
日
の
新
嘗
祭
当
日
に
、
東
京
在
住
の
伊
藤
忠
太
を
は
じ
め
と
す
る
六
名

が
、
「
有
爲
會
」
を
発
足
さ
せ
、
翌
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
二
月
に
は
会
誌
『
米
澤
有
爲
會
雑
誌
』(

以
下
『
雑
誌
』
と
い
う)

を

2

発
行
し
て
会
員
の
募
集
を
開
始
し
た
。
こ
の
年
の
年
末
に
は
会
員
は
四
百
二
十
九
名
に
達
し
て
い
る
。
同
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）

に
は
「
米
澤
有
爲
會
」
（
以
下
「
有
爲
會
」
と
い
う
）
と
改
称
し
た
。

有
爲
會
の
各
支
部
で
は
、
毎
年
四
月
二
十
九
日
の
米
沢
の
上
杉
神
社
例
祭
日
に
合
わ
せ
て
遙
拝
式
を
開
催
し
た
。
ま
た
米
沢
か
ら

北
海
道
厚
岸
郡
太
田
村
（
厚
岸
郡
厚
岸
町
）
に
入
植
し
た
屯
田
兵
も
、
入
植
の
翌
年
か
ら
遙
拝
式
を
開
催
し
、
後
に
は
そ
の
地
に
上

杉
神
社
（
米
沢
と
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
以
下
「
太
田
上
杉
神
社
」
と
い
う
）
を
建
立
す
る
に
至
っ
た
。
彼
等
は
、
こ
う
し
た
遙

拝
式
や
神
社
建
立
の
様
子
を
『
雑
誌
』
に
投
稿
し
報
告
し
て
い
る
。

本
論
で
は
、
明
治
期
の
遙
拝
式
の
様
子
を
、
『
雑
誌
』
の
中
か
ら
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
当
時
の
人
々
の
謙
信
と
鷹
山
に
対
す
る

崇
敬
の
念
を
と
ら
え
て
い
く
。
ま
た
屯
田
兵
と
し
て
入
植
し
た
人
々
の
生
活
と
、
神
社
を
建
立
す
る
ま
で
の
経
緯
を
追
っ
て
、
同
じ

く
謙
信
と
鷹
山
に
対
す
る
崇
敬
の
念
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
と
ら
え
て
い
く
。
あ
る
い
は
、
筆
者
が
現
地
で
確
認
し
た
、

厚
岸
町
太
田
屯
田
開
拓
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
る
太
田
上
杉
神
社
関
係
の
史
料
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
は
、
屯
田
兵
入
植
百
三
十
周
年
の
年
に
も
あ
た
っ
て
い
る
。

な
お
ま
た
、
本
稿
は
、
令
和
二
年
に
発
表
し
た
拙
稿
「
米
沢
を
離
れ
た
旧
米
沢
藩
士
の
上
杉
神
社
の
崇
敬
―
屯
田
兵
に
よ
る
神
社

の
建
立
及
び
米
澤
有
爲
會
支
部
に
お
け
る
遙
拝
式
か
ら
」
を
改
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

3
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第
一
章

米
澤
有
爲
會
の
各
部
会
に
お
け
る
上
杉
神
社
遙
拝
式

第
一
節

札
樽
部
会
の
遙
拝
式

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
四
月
二
十
九
日
、
札
樽
部
会
（
札
幌
及
び
小
樽
に
居
住
す
る
会
員
に
よ
る
支
部
）
は
、
「
上
杉
神

社
の
尊
影
及
ひ
莅
戸
太
華
翁
の
小
照
」
を
所
持
す
る
杉
原
謙
が
会
主
と
な
り
、
札
幌
神
社
の
宮
司
を
斎
主
と
し
て
「
最
も
厳
粛
に
し

4

て
且
盛
大
な
る
祭
典
を
執
行
」
し
た
（
『
雑
誌
』
一
八
九
三
年
五
月
第
三
五
号
「
札
樽
部
例
会
并
に
上
杉
神
社
祭
典
」
）。

こ
れ
よ
り
以
前
も
、
杉
原
は
毎
年
米
沢
の
上
杉
神
社
の
例
祭
日
に
合
わ
せ
て
知
己
の
者
を
招
き
祭
典
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
の
年

の
三
月
に
札
樽
部
会
が
発
足
し
た
こ
と
に
よ
り
、
五
月
の
例
会
を
繰
り
上
げ
て
、
こ
の
日
の
遙
拝
式
が
行
わ
れ
た
。

遙
拝
式
に
は
三
十
余
名
が
参
加
し
、
中
に
は
米
沢
出
身
以
外
の
「
両
尊
霊
の
威
徳
を
欽
仰
す
る
人
々
」
も
含
ま
れ
て
い
た
。

四
月
廿
九
日
は
、
吾
人
の
最
尊
敬
す
る
上
杉
神
社
の
例
祭
日
に
当
れ
り
。
吾
人
客
土
に
在
り
と
い
へ
と
も
、
誰
か
此
祭
日
を
記

し
、
礼
拝
の
儀
を
尽
さ
さ
る
も
の
あ
ら
ん
や
（
中
略
）
上
段
の
間
に
壮
厳
な
る
祭
壇
を
設
け
、
正
面
に
両
神
影
を
鎮
し
、
少
し

下
り
て
左
に
太
華
翁
の
小
照
を
、
右
に
武
尊
公
の
遺
墨
、
鷹
山
公
の
傳
國
の
御
書
并
に
太
華
翁
の
遺
墨
を
掛
け
し
は
、
用
意
最

も
至
れ
る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
札
幌
神
社
宮
司
白
野
夏
雲
は
（
中
略
）
祝
詞
を
朗
読
し
、
次
に
会
員
及
来
賓
、
逐
次
玉
串
を
捧

げ
礼
拝
。

そ
し
て
、
祭
典
終
了
後
は
直
会
と
な
る
。

各
々
胸
襟
を
啓
ら
き
て
（
中
略
）
談
す
る
と
こ
ろ
語
る
と
こ
ろ
、
尽
く
武
尊
公
の
義
勇
天
下
に
比
な
き
と
、
鷹
山
公
の
恩
沢
百

世
に
洽
ね
き
を
追
賛
す
る
に
あ
ら
さ
る
な
く
（
中
略
）
鷹
山
公
の
伝
国
の
御
書
に
至
り
て
は
、
万
坐
感
歎
せ
ざ
る
な
か
り
し
（
中
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略
）
武
尊
公
の
霜
満
軍
営
の
御
作
を
吟
す
る
あ
り
、
或
は
賴
子
成
の
鞭
声
粛
々
の
作
を
歌
ふ
あ
り
。

こ
こ
に
い
う
「
両
神
影
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
謙
信
と
鷹
山
で
あ
る
。
「
太
華
翁
」
莅
戸
善
政
は
、
こ
の
後
明
治
四
十
一
年
（
一

九
〇
八
）
九
月
に
東
宮
（
後
の
大
正
天
皇
）
の
東
北
巡
啓
に
あ
た
り
贈
正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
後
に
松
岬
神
社
に
合
祀
さ
れ

る
が
、
当
時
か
ら
崇
敬
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
「
鷹
山
公
の
伝
国
の
御
書
」
は
「
傳
國
之
辞
」
と
も
い
わ
れ
、
鷹
山
が
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に
世
子
治
廣
の
家
督
に

あ
た
っ
て
与
え
た
三
ヶ
条
の
教
訓
で
あ
る
（
『
治
憲
年
譜
』
天
明
五
年
二
月
七
日
の
条
）
。

一

国
家
ハ

先
祖
ヨ
リ
子
孫
ヘ
傳
候
国
家
ニ
シ
テ
、
我
私
ス
ヘ
キ
物
ニ
ハ
無
之
候
。

一

人
民
ハ
国
家
ニ
属
シ
タ
ル
人
民
ニ
シ
テ
、
我
私
ス
ヘ
キ
物
ニ
ハ
無
之
候
。

一

国
家
人
民
ノ
為
ニ
立
タ
ル
君
ニ
シ
テ
、
君
ノ
為
ニ
立
タ
ル
国
家
人
民
ニ
ハ
無
之
候
。

藩
主
は
国
と
領
民
の
た
め
に
あ
る
も
の
だ
と
す
る
戒
め
で
あ
る
。
民
主
主
義
の
精
神
の
表
れ
で
あ
り
、
後
世
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

大
統
領
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
の
賞
賛
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
の
鷹
山
の
精
神
に
は
「
万
坐
感
歎
せ
ざ
る
な
か
り
し
」
で

5

あ
っ
た
。

あ
る
い
は
「
武
尊
公
の
御
作
」
は
、
謙
信
が
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
に
能
登
を
平
定
し
た
と
き
に
、
七
尾
城
で
詠
ん
だ
漢
詩
「
霜

満
軍
営
…
」
で
あ
る
。
「
賴
子
成
の
作
」
は
、
賴
山
陽
の
漢
詩
で
「
鞭
声
粛
々
…
」
の
、
謙
信
が
武
田
信
玄
と
一
騎
打
ち
を
し
た
と

さ
れ
る
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
川
中
島
合
戦
を
詠
っ
た
も
の
で
あ
る
。
謙
信
麾
下
の
将
と
し
て
数
多
く
の
戦
に
臨
ん
だ
者
の
子

孫
と
し
て
、
謙
信
の
勇
姿
を
称
え
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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第
二
節

仙
台
部
会
の
遙
拝
式

仙
台
で
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
以
前
か
ら
遙
拝
式
が
行
わ
れ
て
い
た
。
同
三
十
年
に
は
広
瀬
川
を
挟
み
仙
台
城
址
の
対
岸

に
あ
た
る
桜
か
丘
公
園
の
東
北
随
一
と
い
わ
れ
た
料
理
店
悒
翠
館
で
行
っ
て
い
る
（
『
雑
誌
』
一
八
九
七
年
五
月
第
七
五
号
「
在
仙

米
沢
人
上
杉
神
社
遙
拝
式
」
）
。

緑
滴
る
若
竹
を
立
て
幕
を
張
り
、
志
め
を
結
ひ
て
祭
壇
を
築
き
、
傍
ら
に
は
紺
地
日
の
丸
の
旗
を
建
て
た
り
。
此
旗
は
吾
人
の

（
注
連
縄
）

祖
先
が
河
中
嶋
の
合
戦
に
翻
か
へ
し
て
、
甲
州
勢
を
切
り
捲
く
り
し
も
の
の
俤
な
り
。

こ
の
「
紺
地
日
ノ
丸
旗
」
は
、
謙
信
の
父
長
尾
為
景
が
朝
廷
か
ら
賜
っ
た
も
の
で
「
日
ノ
御
旗
」
「
御
家
ノ
旗
」
と
も
呼
ば
れ
、

上
杉
家
の
重
宝
で
あ
る
。
謙
信
は
出
陣
式
に
あ
た
り
こ
の
旗
に
摩
利
支
天
を
勧
請
し
本
尊
と
し
て
祈
願
（
出
陣
式
）
し
た
。
こ
れ
を

模
し
た
旗
が
目
印
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
先
祖
の
面
影
を
慕
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
日
の
遙
拝
式
は
二
百
五
十
余
名
が
参
加
し
た
が
、
そ
の
約
三
分
の
一
の
八
十
余
名
が
軍
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
木
曜
日
で

あ
っ
た
が
、
十
七
聯
隊
と
三
十
二
聯
隊
の
大
隊
長
が
「
旧
藩
祖
の
為
め
な
れ
ば
」
と
、
特
別
の
休
暇
を
与
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
の
日
の
盛
会
は
「
二
公
の
遺
德
然
か
ら
し
む
る
所
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
謙
信
・
鷹
山
）

ま
た
同
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
は
、
仙
台
城
の
北
、
青
葉
神
社
の
丘
続
き
の
陸
軍
演
習
地
の
台
の
原
で
行
っ
た
（
『
雑
誌
』

一
九
〇
一
年
五
月
第
一
一
五
号
「
在
仙
台
米
沢
人
上
杉
神
社
遙
拝
式
」
）
。

数
間
四
方
に
上
杉
家
の
幔
幕
を
張
り
、
注
連
縄
を
結
ん
で
祭
壇
を
築
い
た
。
目
印
に
立
て
ら
れ
た
の
は
、
こ
こ
で
も
「
紺
地
日
ノ

丸
旗
」
で
あ
っ
た
。
祭
事
の
後
は
運
動
会
が
行
わ
れ
た
。
報
告
の
最
後
に
は
、
自
分
た
ち
の
先
祖
が
、
乱
世
に
大
義
を
掲
げ
た
謙
信
、

殖
産
興
業
で
藩
を
改
革
し
た
鷹
山
の
臣
下
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
誇
り
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
郷
里
や
国
家
の
た
め
に
尽
く
す
べ
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き
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。

乱
世
の
世
に
あ
り
て
尚
大
義
を
し
き
て
、
永
く
我
国
民
に
教
へ
給
へ
る
不
識
公
、
殖
産
興
業
の
道
に
頽
国
を
興
し
給
へ
る
鷹
山

神
君
、
今
米
沢
の
民
を
し
て
安
堵
処
を
得
せ
し
め
給
へ
る
の
恩
徳
、
我
等
は
な
を
忘
れ
ん
や
。
や
が
て
は
郷
の
為
、
国
の
為
尽

さ
て
止
む
へ
き
。
我
等
が
祖
先
は
亦
二
神
君
の
麾
下
に
あ
り
し
も
の
を
。
（
齋
藤
浩
君
報
）

さ
ら
に
同
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
（
『
雑
誌
』
一
九
〇
三
年
五
月
第
一
三
五
号
「
在
仙
台
上
杉
神
社
遙

拝
式
記
事
」
）。

名
も
床
し
き
青
葉
山
に
て
、
謹
し
み
か
し
こ
み
て
、
藩
祖
公
の
霊
を
祀
り
ぬ
（
中
略
）
五
城
楼
下
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
米
沢
人

は
尽
く
其
神
前
に
額
づ
き
ぬ
（
中
略
）
式
終
る
や
傍
の
社
務
所
に
て
小
宴
を
張
り
ぬ
（
中
略
）
宴
を
終
り
、
直
ち
に
運
動
競
技

の
余
興
に
移
り
ぬ
（
中
略
）
最
後
に
米
沢
独
得
の
角
力
競
技
に
移
り
ぬ
。

（
特
）

「
青
葉
山
」
は
仙
台
城
址
で
、
「
五
城
楼
」
は
城
の
別
名
で
あ
る
。
当
時
か
ら
本
丸
跡
に
は
「
昭
忠
碑
」
（
佐
賀
の
乱
、
西
南
の

役
、
日
清
戦
争
等
の
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
碑
）
が
あ
り
、
そ
の
付
近
で
行
わ
れ
た
と
推
測
す
る
。
今
で
も
こ
の
場
所
は
広
場
と
な
っ
て

い
て
伊
達
政
宗
像
が
あ
る
。
昭
忠
碑
の
塔
頂
部
に
は
、
神
武
天
皇
を
勝
利
に
導
い
た
と
さ
れ
る
金
鵄
の
像
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。

6

こ
の
頃
、
米
沢
出
身
の
海
軍
中
佐
山
下
源
太
郎
（
後
に
海
軍
大
将
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
）
は
、
対
露
開
戦
推
進
派
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
に
対
す
る
緊
張
が
高
ま
る
中
、
金
鵄
の
像
の
下
で
謙
信
を
祀
り
遙
拝
式
と
運
動
会
を
行
う
こ
と
は
、
国
威
の
発
揚
と
い
う
運

動
会
の
目
的
に
も
か
な
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
当
時
の
運
動
会
は
、
健
康
増
進
は
も
と
よ
り
、
国
威
発
揚
、
富
国
強
兵
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
三
節

山
形
部
会
の
遙
拝
式
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山
形
部
会
で
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
四
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
に
、
数
百
人
の
参
加
を
得
て
千
歳
公
園
（
現
在
の
山
形

縣
護
國
神
社
付
近
か
、
同
社
の
現
在
地
遷
座
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
）
で
行
っ
て
い
る
（
『
雑
誌
』
一
九
〇
三
年
五
月
第
一
三
五

号
「
在
山
形
米
沢
人
上
杉
神
社
遙
拝
式
記
事
」
）
。

祭
壇
は
一
段
高
く
設
け
ら
れ
、
多
く
の
神
饌
を
供
え
、
そ
の
脇
に
は
宝
物
の
刀
剣
や
甲
冑
が
飾
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
祭

詞
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
祖
謙
信
公
天
資
栄
武
（
中
略
）
義
旗
の
指
す
所
（
中
略
）
荊
棘
を
排
て
、
天
庭
に
朝
し
退
虎
の
剣
を
賜
ひ
、
勦
賊
の
任
を
授

そ
う
ぞ
く

け
ら
る
。
（
中
略
）
勤
王
の
大
義
、
群
雄
の
模
範
と
な
る
。
中
宗
鷹
山
公
（
中
略
）
勤
倹
親
ら
四
民
を
導
き
給
ひ
、
奢
侈
を
抑

制
し
て
殖
産
興
業
の
道
を
開
き
、
又
一
方
に
は
學
を
建
て
士
を
励
し
給
ひ
（
中
略
）
各
藩
の
師
表
な
る
。
（
中
略
）
庶
民
尊
崇

し
て
仰
て
上
杉
神
社
と
い
ふ
（
中
略
）
祖
先
の
時
よ
り
徳
沢
に
浴
す
る
こ
と
特
に
深
く
、
化
育
を
被
る
こ
と
実
に
久
し
。
現
時

身
は
他
郷
に
あ
り
と
雖
も
、
御
恵
の
宏
遠
な
る
未
だ
忘
ら
れ
ず
。
（
中
略
）
髣
髴
と
し
て
降
臨
せ
ら
れ
よ
。

謙
信
の
「
義
旗
」
を
掲
げ
て
戦
う
姿
は
朝
廷
に
達
し
、
綸
旨
と
剣
を
賜
り
、
こ
れ
は
群
雄
の
模
範
と
な
っ
た
。
ま
た
鷹
山
の
殖
産

興
業
と
学
問
の
奨
励
に
よ
る
藩
政
改
革
は
他
藩
の
師
表
な
っ
た
。
そ
の
恩
徳
は
先
祖
代
々
深
く
蒙
っ
て
お
り
、
他
郷
に
あ
る
今
も
そ

れ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
後
は
、
恒
例
の
運
動
会
が
催
さ
れ
た
。
競
技
に
は
陸
上
競
技
の
他
に
、
武
勇
を
競
う
銃
槍
術
や
擊
劔
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た
。

宝
物
の
刀
剣
や
甲
冑
を
飾
り
、
銃
槍
術
や
擊
劔
と
い
う
実
戦
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う
競
技
を
行
う
こ
と
は
、
国
威
発
揚
、
富
国
強
兵

に
つ
な
が
る
も
の
と
い
え
る
。

一
方
こ
れ
ら
は
、
「
愉
快
な
る
間
に
、
一
は
其
旧
情
を
温
め
、
一
は
以
て
遙
か
に
先
主
の
余
徳
を
敬
仰
し
、
我
米
沢
人
を
し
て
益
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々
社
会
に
活
歩
せ
し
む
る
所
あ
ら
ん
と
す
」
も
の
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
後
同
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
二
十
八
日
に
千
歳
公
園
で
行
わ
れ
た
（
『
雑
誌
』
一
九
〇
七
年
七
月
第
一
七
五
号
「
上
杉

神
社
遙
拝
式
」
）
。
こ
の
日
は
、
軍
人
、
学
生
、
有
爲
會
会
員
合
わ
せ
て
二
百
名
を
超
す
参
加
者
で
、
「
敬
ひ
畏
み
千
代
も
尽
き
せ
ぬ

深
き
御
恵
の
程
を
感
謝
」
し
た
。
こ
の
日
の
祭
文
の
一
節
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

お
ほ
ん
神
は
（
中
略
）
猛
く
か
た
ま
し
き
者
共
を
ば
、
青
竹
を
裂
き
割
る
ご
と
、
は
ら

く
に
打
ち
き
た
め
給
ひ
、
う
つ
く
し

（
謙
信
）

く
ま
め
な
る
人
々
を
ば
、
雨
露
の
う
る
ほ
す
ご
と
、
め
ぐ
み
は
ぐ
く
み
給
ひ
、
上
は
天
皇
が
大
朝
廷
に
敬
ひ
仕
え
給
ひ
、
下
は

仇
な
ふ
敵
に
ま
で
堅
く
正
し
き
操
を
立
て
給
ひ
（
中
略
）
そ
の
御
徳
の
程
高
し
と
も
、
い
や
高
に
ま
し
ま
せ
ば
、
百
年
の
後
の

明
治
の
大
御
代
に
、
高
く
尊
き
別
格
官
幣
の
御
社
と
い
つ
か
れ
さ
せ
給
ひ
て
（
中
略
）
民
て
ふ
民
よ
り
も
ろ

く
仰
ぎ
祭
ら
れ

お
は
し
ま
す
、
げ
に
あ
り
が
た
く
畏
き
、
お
ほ
ん
神
に
な
ん
あ
り
け
る
。

謙
信
の
潔
い
戦
い
ぶ
り
、
庶
民
へ
の
慈
し
み
、
尊
皇
の
志
、
敵
に
対
す
る
律
儀
と
い
う
徳
に
よ
っ
て
、
上
杉
神
社
は
別
格
官
幣
社

に
昇
格
し
て
、
ま
す
ま
す
あ
り
が
た
い
神
と
な
っ
て
、
広
く
市
民
か
ら
も
讃
え
ら
れ
祀
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、

祭
文
に
鷹
山
に
関
す
る
こ
と
は
み
ら
れ
な
い
。

式
典
後
は
運
動
会
に
移
り
十
数
種
の
競
技
を
行
っ
た
。
こ
の
日
は
、
「
勇
ま
し
き
あ
り
優
し
き
あ
り
、
滑
稽
洒
落
な
る
あ
り
、
満

場
思
采
の
裡
に
局
を
結
ぶ
」
と
、
和
や
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
四
節

京
都
部
会
の
遙
拝
式

京
都
部
会
の
遙
拝
式
の
始
ま
り
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
と
遅
か
っ
た
（
『
雑
誌
』
一
九
〇
七
年
五
月
第
一
七
四
号
「
京
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都
市
に
於
け
る
上
杉
神
社
遙
拝
式
」
）
。
四
月
二
十
八
日
に
、
円
山
平
野
屋
に
二
十
三
人
が
集
い
行
わ
た
。
こ
れ
は
円
山
公
園
内
の

知
恩
院
南
門
前
に
あ
る
料
理
屋
で
あ
る
。

藩
祖
謙
信
公
、
中
興
の
鷹
山
公
の
御
恵
は
、
米
沢
に
食
を
は
み
し
者
の
苟
も
露
忘
れ
ざ
る
処
、
今
や
郷
関
遠
く
相
隔
つ
と
は
い

へ
、
祭
り
の
庭
厳
か
に
飾
ら
る
る
を
思
ひ
て
は
、
誰
か
玉
串
捧
げ
ん
の
思
動
か
ざ
る
べ
き
（
中
略
）
祭
壇
は
厳
か
に
飾
ら
れ
ぬ
。

緞
帳
ゆ
る
や
か
に
垂
れ
、
両
公
の
御
肖
像
は
奥
深
く
か
ヽ
げ
ら
れ
（
中
略
）
各
人
の
着
席
終
る
や
、
緞
帳
は
絞
り
上
げ
ら
れ
、

御
肖
像
厳
か
に
拝
ま
る
。

こ
こ
で
も
、
謙
信
と
鷹
山
の
恩
恵
は
故
郷
を
離
れ
て
も
忘
れ
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
や
は
り
拝
む
対
象
は
謙
信
と
鷹

山
の
画
像
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
懇
親
会
と
な
っ
た
が
、
「
絶
え
ず
蓄
音
機
も
て
座
興
を
助
く
。
琵
琶
川
中
島
、
詩
吟
鞭
聲
粛
々
、
及
霜
満
軍
營
な
ど
特
に

感
興
深
く
」
と
、
謙
信
に
ま
つ
わ
る
漢
詩
が
場
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
津
と
神
戸
か
ら
突
然
の
参
加
者
も
加
え
た
こ
と
は
、

「
油
然
と
し
て
温
情
わ
き
、
快
談
は
沛
然
と
し
て
起
り
、
京
の
地
に
米
沢
を
現
出
せ
る
の
思
あ
り
」
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。

故
郷
を
離
れ
た
人
々
が
年
に
一
度
集
い
、
上
杉
神
社
の
遙
拝
式
や
運
動
会
を
行
う
こ
と
は
、
そ
の
時
々
の
世
相
や
地
域
の
相
違
で

内
容
は
異
な
る
が
、
そ
の
趣
旨
は
、
謙
信
の
義
勇
と
鷹
山
の
民
政
を
追
賛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
の
精
神
的
な
支
え
と
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

第
二
章

屯
田
兵
に
よ
る
太
田
上
杉
神
社
の
建
立

第
一
節

屯
田
兵
の
入
植
と
そ
の
生
活
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明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
六
月
下
旬
か
ら
七
月
初
旬
に
か
け
て
、
最
後
の
士
族
屯
田
兵
と
し
て
太
田
村
に
全
国
八
県
（
山
口

・
兵
庫
・
和
歌
山
・
福
井
・
石
川
・
新
潟
・
宮
城
・
山
形
）
か
ら
四
百
四
十
戸
が
入
植
し
た
。
山
形
県
は
九
十
九
戸
と
石
川
県
の
百

六
戸
に
次
い
で
多
く
、
中
で
も
旧
米
沢
藩
は
五
十
七
戸
と
半
数
以
上
を
占
め
た
（
旧
藩
別
で
は
旧
金
沢
藩
の
五
十
九
戸
に
次
ぐ
）
。

7

こ
の
旧
米
沢
藩
士
の
中
に
は
、
本
庄
、
柿
崎
、
市
川
と
い
う
旧
藩
時
代
は
侍
組
の
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
本
庄
氏
は
謙
信
、
景
勝
、

豊
臣
秀
吉
に
仕
え
た
本
庄
繁
長
、
柿
崎
氏
は
謙
信
に
仕
え
た
柿
崎
景
家
、
市
川
氏
は
武
田
信
玄
の
家
臣
で
後
に
謙
信
、
景
勝
に
仕
え

た
市
川
信
房
の
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
で
あ
る
。

8

ま
ず
、
彼
ら
が
入
植
し
た
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
（
『
雑
誌
』
一
八
九
三
年
四
月
第
三
四
号
、
梅
澤
小
三
郎
「
新
天
地

9

（
太
田
村
の
三
年
）
」
）
。

涙
を
揮
ふ
て
故
山
を
辞
し
、
酒
田
港
を
出
帆
（
中
略
）
厚
岸
に
着
港
し
、
該
士
民
に
歓
迎
せ
ら
れ
旅
舍
に
投
す
（
中
略
）
抽
籤

の
上
各
自
の
居
宅
を
定
め
ら
る
（
中
略
）
是
れ
即
太
田
村
な
り
。
辛
ふ
じ
て
居
宅
を
尋
ね
、
笹
を
分
け
漸
く
家
族
と
共
に
入
り

来
れ
ば
、
何
事
ぞ
、
炬
中
に
青
笹
生
ぜ
ん
と
は
。
嗚
呼
（
中
略
）
誰
か
之
を
見
て
涙
な
か
ら
ん
や
（
中
略
）
四
辺
寂
寞
樹
木
は

天
日
を
蔽
ひ
、
笹
薮
密
集
し
て
隣
家
を
も
見
る
不
能
。

ま
た
、
旧
新
庄
藩
士
西
野
要
三
郎
も
同
様
に
書
き
留
め
、
「
住
み
慣
れ
し
古
郷
の
生
活
ニ
比
し
、
母
は
極
度
に
悲
し
み
泣
き
出
し

ぬ
。
一
家
共
に
泣
く
」
（
『
西
野
家
行
囊
帳
』
）
と
嘆
い
て
い
る
。

こ
う
の
う

10

与
え
ら
れ
た
兵
屋
は
、
前
年
か
ら
当
年
に
か
け
て
標
茶
集
治
監
の
囚
人
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
既
に
建
物
の

し
べ
ち
や

中
に
は
青
笹
が
茂
り
、
す
ぐ
に
住
め
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
は
未
開
の
地
で
あ
り
、
彼
ら
が
思
い
描
い
て
い
た
も
の
と
は

全
く
違
っ
た
生
活
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
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太
田
村
に
は
南
太
田
兵
村
（
第
四
大
隊
第
三
中
隊
）
と
北
太
田
兵
村
（
同
第
四
中
隊
）
が
あ
り
各
二
百
二
十
戸
に
分
か
れ
て
い
た
。

兵
屋
の
割
当
は
抽
籤
で
決
め
ら
れ
た
が
、
旧
米
沢
藩
士
は
一
戸
を
除
い
て
南
太
田
兵
村
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。
こ
の
一
戸
は
、
戸
主

11

の
急
病
の
た
め
出
発
が
遅
れ
て
別
便
で
渡
航
し
、
空
い
て
い
た
北
太
田
兵
村
に
入
っ
た
者
で
あ
っ
た
。

太
田
兵
村
の
中
心
地
は
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
厚
岸
駅
か
ら
北
西
に
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
り
で
、
一
帯
が
起
伏
の
大
き
い
丘
陵
地
で
あ

る
。
現
在
、
厚
岸
町
太
田
屯
田
開
拓
記
念
館
（
以
下
「
屯
田
記
念
館
」
と
い
う
）
や
太
田
小
学
校
、
太
田
中
学
校
の
あ
た
り
に
中
隊

本
部
が
置
か
れ
て
い
た
。

こ
の
広
大
な
土
地
を
機
械
的
に
区
画
し
た
場
所
に
建
て
ら
れ
た
兵
屋
で
あ
る
か
ら
、
谷
地
や
川
が
あ
っ
て
耕
地
に
は
向
か
な
い
悪

条
件
の
所
に
割
り
当
て
ら
れ
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
不
平
不
満
を
口
に
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
そ
の
後
は
黙
々
と
開
墾

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
一
ヶ
月
間
は
ほ
と
ん
ど
中
隊
本
部
の
監
督
者
指
導
の
も
と
、
笹
薮
を
焼
き
払
い
、
樹
木
を
伐
採
し
た
。
そ

れ
に
よ
り
濃
霧
も
次
第
に
減
少
し
て
日
も
差
す
よ
う
に
な
り
、
入
植
当
時
と
は
一
変
し
て
き
た
。
秋
に
至
っ
て
は
、
甜
萊
、
馬
鈴
薯
、

大
根
等
、
多
少
若
干
の
収
穫
も
得
ら
れ
た
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
の
入
植
で
あ
り
、
言
葉
が
通
じ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
行
き
違
い
が
生
じ
た
の
で
、
時
々
茶
話
会
を
開
き
懇

親
を
深
め
、
教
師
を
招
い
て
農
事
を
研
究
し
た
。
あ
る
い
は
米
沢
人
は
生
魚
を
食
す
る
風
習
が
な
く
、
入
村
直
後
に
は
食
べ
過
ぎ
て

腹
痛
に
苦
し
ん
だ
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
他
、
旧
新
庄
藩
士
の
岩
間
富
次
郎
（
北
太
田
兵
村
）
は
次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
（
『
葛
麓
』
一
九
二
〇
年
七
月
第
二
一

か
つ
ろ
く

12

号
、
岩
間
富
次
郎
「
屯
田
兵
の
人
々
・
移
住
の
顛
末
」
）
。

樹
木
鬱
蒼
た
る
高
原
地
に
し
て
、
小
笹
荊
蕀
繁
茂
し
、
開
墾
に
も
頗
る
困
難
を
覚
江
た
り
。
戸
主
は
重
に
兵
役
の
義
務
を
帯
び
、

（
主
に
）

二
三
ヶ
月
間
は
毎
日
練
兵
場
に
て
軍
事
教
練
を
受
け
、
軍
規
風
規
な
ど
思
い
の
外
に
嚴
し
く
（
中
略
）
現
役
三
ヶ
年
間
は
家
族
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諸
共
兵
役
と
農
業
の
外
余
念
な
か
り
し
。
余
等
の
如
き
兵
務
と
云
ひ
農
と
云
ひ
更
に
経
歴
な
き
事
故
、
事
々
に
珍
し
く
も
あ
れ

ど
、
又
艱
難
に
堪
へ
ざ
る
こ
と
も
あ
り
。

そ
し
て
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
六
月
頃
に
は
給
与
地
を
す
べ
て
開
墾
し
終
わ
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
主
な
農
作
物
は
す
べ
て

米
沢
で
産
す
る
も
の
で
、
最
も
適
し
た
も
の
は
馬
鈴
薯
、
麻
、
麦
で
あ
っ
た
。
馬
鈴
薯
は
「
愛
乃
土
人
の
培
養
法
」
で
多
く
の
収
穫

（
ア
イ
ヌ
人
）

を
得
、
ま
た
麻
の
品
質
は
北
海
道
随
一
と
い
わ
れ
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
五
、
六
戸
共
同
で
馬
耕
機
械
を
購
入
し
、
家
畜
を
飼
育

し
て
繁
殖
を
図
っ
て
農
作
物
を
栽
培
す
れ
ば
、
家
族
六
、
七
人
は
十
分
に
生
活
で
き
る
と
し
、
新
天
地
で
の
生
活
に
期
待
し
て
い
る
。

し
か
し
太
田
村
で
は
、
入
植
し
た
年
の
う
ち
に
三
十
九
名
が
死
亡
し
、
そ
の
う
ち
十
一
人
は
子
供
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

13

過
酷
な
生
活
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
大
田
村
を
含
む
根
室
地
方
は
、
寒
冷
な
気
候
と
濃
霧
の
た
め
農
耕
に
適
さ
な
い
土
地
で

14

あ
り
、
さ
ら
に
連
作
に
よ
る
地
味
の
劣
化
と
施
肥
技
術
の
乏
し
さ
か
ら
、
次
第
に
農
業
は
衰
退
し
て
い
く
。
そ
し
て
同
二
十
六
年
（
一

八
九
三
）
に
屯
田
兵
の
現
役
三
年
を
満
了
し
て
予
備
役
に
編
入
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
諸
給
与
が
廃
さ
れ
て
生
計
に
困
難
を
き
た

し
、
部
外
に
職
を
求
め
る
者
や
近
隣
の
諸
村
へ
の
出
稼
者
が
多
く
現
れ
、
こ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
太
田
村
の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
た
。

村
に
残
っ
た
者
は
、
大
家
族
を
抱
え
て
身
動
き
が
で
き
な
い
者
、
行
き
先
の
め
ど
が
立
た
な
い
者
、
頑
な
に
屯
田
兵
精
神
を
貫
き

15

永
住
を
決
意
し
た
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。

第
二
節

上
杉
神
社
遙
拝
式
の
開
催

こ
う
し
た
過
酷
な
重
労
働
と
兵
役
を
強
い
ら
れ
た
人
々
は
、
遠
く
離
れ
た
故
郷
米
沢
の
上
杉
神
社
へ
の
崇
敬
の
念
を
精
神
的
な
支
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え
と
し
て
い
た
。
彼
ら
は
入
植
し
た
翌
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
の
米
沢
の
上
杉
神
社
例
祭
日
に
は
、
早
く
も
上
杉
神
社
の
遙

拝
式
を
行
っ
て
い
る
。

兵
籍
に
あ
る
者
は
日
曜
日
や
祭
日
の
他
は
外
出
が
容
易
で
は
な
く
、
四
月
二
十
六
日
の
日
曜
日
に
隣
の
真
龍
村
屯
田
兵
倉
庫
前
の

丘
（
現
地
聞
き
取
り
に
よ
り
厚
岸
町
白
浜
一
丁
目
付
近
と
推
定
）
で
行
っ
た
。
発
起
人
は
本
庄
、
柿
崎
、
市
川
等
で
あ
っ
た
。
そ
の

様
子
は
次
の
よ
う
で
あ
る
（
『
雑
誌
』
一
八
九
一
年
五
月
第
一
五
号
、
青
木
太
郎
「
上
杉
神
社
遙
拝
式
概
況
」
）。

四
月
廿
九
日
は
上
杉
神
社
の
例
祭
日
な
る
を
以
て
、
在
厚
岸
米
沢
人
に
於
て
も
遙
拝
式
を
行
ひ
、
聊
か
上
杉
家
を
尊
崇
す
る
微

志
を
表
せ
ん
と
志
た
り
（
中
略
）
此
日
こ
そ
は
盛
ん
に
や
り
度
き
者
ぞ
と
指
を
り
数
へ
て
待
ち
居
り
き
（
中
略
）
集
ひ
会
す
る

（
二
十
六
日
）

者
総
べ
て
百
有
余
名
、
厚
岸
街
の
梅
澤
判
事
も
来
臨
せ
ら
る
（
中
略
）
丘
上
の
中
程
に
は
、
龍
と
大
書
し
た
る
巾
二
尺
五
寸
長

さ
一
丈
余
の
唐
木
綿
を
以
て
製
し
た
る
大
旆
を
建
て
、
前
に
塩
鮭
二
尾
及
び
御
幣
、
神
酒
を
備
へ
（
中
略
）
石
墨
神
官
祭
式
を

行
ひ
終
り
て
、
順
序
を
以
て
礼
拝
（
中
略
）
四
方
に
は
上
杉
神
社
遙
拝
式
及
旧
米
沢
人
大
懇
親
会
と
大
書
し
た
る
二
旈
を
建
て

た
り
。

こ
の
「
龍
」
の
旗
は
、
謙
信
が
総
攻
撃
の
際
に
掲
げ
た
軍
旗
「
懸
り
乱
れ
龍
」
を
摸
し
た
も
の
で
、
こ
れ
を
神
体
に
見
立
て
て
神

饌
を
供
え
て
い
る
。
明
ら
か
に
謙
信
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
単
に
同
郷
の
者
が
集
い
行
う
祭
り
や
懇
親
会
で
は
な
く
、
謙
信
へ
の
崇

敬
の
念
が
認
め
ら
れ
る
神
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
こ
の
時
、
「
重
に
殖
産
業
に
関
す
る
講
談
を
な
し
、
後
来
大
事
業
を
謀
る
の
一
大
資
本
社
」
で
あ
る
「
米
沢
郷
友
会
」
の
設

（
主
に
）

立
が
提
唱
さ
れ
る
と
、
「
賛
成
の
声
四
方
に
起
る
。
之
れ
と
同
時
に
（
中
略
）
米
沢
郷
友
会
万
萬
歳
と
大
書
し
た
る
旗
を
空
中
に
振

飄
」
し
た
。
あ
る
い
は
旧
藩
主
齊
憲
の
顕
彰
碑
建
立
（
同
年
九
月
に
米
沢
の
上
杉
神
社
境
内
に
建
立
）
へ
の
寄
付
金
も
募
ら
れ
、「
苟

も
上
杉
氏
の
粟
を
食
せ
し
者
は
、
奮
て
寸
志
を
表
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
」
と
決
議
さ
れ
た
。
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そ
し
て
、
「
大
日
本
帝
国
万
歳
、
米
沢
郷
友
会
万
歳
と
大
呼
連
唱
し
閉
会
（
中
略
）
四
旈
の
旗
旆
を
押
志
立
て
、
愉
快
を
呼
び
つ

つ
還
路
に
就
き
た
り
」
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
遙
拝
式
も
齊
憲
顕
彰
碑
へ
の
寄
付
も
「
上
杉
家
を
尊
崇
す
る
微
志
」
か
ら
発
し
た

も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
次
の
よ
う
に
も
あ
る
（
『
雑
誌
』
一
八
九
八
年
九
月
第
八
七
号
、
山
田
理
一
郎
「
北
海
道
太
田
村
上
杉
神
社
由
来
」
）
。

よ

う

だ

会
す
る
も
の
無
慮
百
五
拾
余
名
、
大
に
野
宴
を
張
る
（
中
略
）
上
杉
伯
万
歳
、
同
郷
人
万
歳
の
声
は
、
山
岳
為
め
に
震
動
せ
ん

許
り
な
り
き
（
中
略
）
嘻
、
神
君
の
遺
徳
、
北
海
の
浜
に
迨
ぶ
、
誰
か
感
泣
せ
ざ
ら
ん
や
。

あ
あ

お
よ

や
は
り
拠
り
所
と
す
る
の
は
、
「
上
杉
伯
（
伯
爵
茂
憲
）
」
で
あ
り
、
「
神
君
（
謙
信
）
」
で
あ
る
。

そ
の
後
の
遙
拝
式
は
、
同
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
四
月
二
十
九
日
に
は
村
内
豊
受
神
社
境
内
で
、
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）

16

四
月
二
十
九
日
に
は
村
外
の
郊
原
（
記
事
の
景
色
の
描
写
か
ら
前
年
と
同
じ
か
）
で
、
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月
二
十
九
日

に
は
加
里
関
阪
上
理
性
院
で
と
、
毎
年
行
わ
れ
た
。
「
加
里
關
阪
上
理
性
院
」
は
現
在
確
認
で
き
な
い
が
、
「
加
里
関
」
は
当
て
字

か

り
か

ん
ざ

か
じ

ょ
う

で
、
「
仮
監
獄
」
を
意
味
し
、
兵
屋
を
建
設
し
た
標
茶
集
治
監
の
囚
人
の
仮
監
獄
が
置
か
れ
た
場
所
一
帯
を
い
う
。
太
田
二
の
通
り

を
過
ぎ
た
南
兵
村
共
同
墓
地
の
奥
、
急
坂
を
下
っ
た
所
で
あ
る
。
「
理
性
院
」
は
そ
の
坂
の
上
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
寺
院
が

あ
っ
た
記
録
等
は
な
く
、
仮
監
獄
の
施
設
の
一
部
か
墓
地
に
あ
っ
た
施
設
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
太
田
村
の
寺
社
等
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。

17

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
当
時
は
、
豊
受
神
社
で
は
な
く
「
神
武
天
皇
遙
拝
所
」
で
あ
っ
た
。
遙
拝
所
は
、
新
開
地
の
村
内

に
崇
敬
す
べ
き
神
社
が
な
い
こ
と
か
ら
、
中
隊
長
門
田
見
陳
秀
（
北
兵
村
）
、
同
岩
渕
繁
隆
（
南
兵
村
）
、
及
び
村
内
有
志
等
が
発

か
ど
た
み

の
ぶ
ひ
で

起
人
と
な
っ
て
同
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
七
月
に
建
設
し
、
産
土
神
と
し
て
豊
受
大
神
を
勧
請
し
た
。
例
祭
日
は
入
植
皆
済
日
を

記
念
し
て
七
月
六
日
・
七
日
と
し
た
。
そ
の
後
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
無
格
社
豊
受
神
社
と
な
っ
た
。
同
三
十
年
（
一
八
九
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七
）
に
社
殿
を
新
築
し
、
「
豊
受
神
社
」
の
扁
額
は
旧
米
沢
藩
士
本
庄
孝
長
が
揮
毫
し
た
。
当
時
の
神
社
は
現
在
地
よ
り
奥
に
位
置

し
、
見
晴
ら
し
が
よ
く
、
社
殿
は
伊
勢
神
宮
に
向
い
て
い
た
と
い
う
。

寺
院
は
、
い
ず
れ
も
同
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
臨
済
宗
報
国
寺
（
南
禅
寺
直
末
）
と
真
宗
鮮
明
寺
（
東
本
願
寺
直
末
、
現
在
廃

寺
）
が
創
設
さ
れ
（
そ
れ
以
前
は
説
教
所
）
、
兵
村
の
者
は
そ
の
い
ず
れ
か
の
檀
家
と
な
っ
た
。
故
郷
の
寺
と
は
違
う
臨
済
宗
へ
の

宗
旨
替
え
に
苦
慮
し
た
者
も
あ
っ
た
と
聞
く
。
ま
た
同
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
に
は
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
も
創
設
さ
れ
て
い
る
。

第
三
節

太
田
上
杉
神
社
の
建
立

一

上
杉
家
か
ら
の
神
宝
の
下
賜

こ
の
よ
う
に
上
杉
神
社
の
遙
拝
式
を
継
続
し
て
き
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
太
田
村
へ
の
神
社
の
建
立
は
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
建
設

に
つ
い
て
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
た
。
そ
の
思
い
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
前
掲
山
田
「
北
海
道
太
田
村
上
杉
神
社
由
来
」
）
。

18

吾
等
同
郷
人
五
拾
余
戸
三
百
二
十
余
名
、
手
を
提
へ
て
当
道
に
移
住
（
中
略
）
北
海
の
一
米
沢
を
形
造
る
に
至
れ
り
（
中
略
）

山
海
数
百
里
を
隔
つ
る
も
、
豈
に
累
々
血
食
の
地
を
忘
了
せ
ん
や
。
是
に
於
て
上
杉
神
社
を
建
立
し
て
、
聊
か
記
念
の
一
端
を

表
せ
ん
こ
と
を
議
決
し
、
時
機
の
至
る
を
俟
て
り
。
明
治
廿
四
年
四
月
廿
九
日
第
一
回
遙
拝
式
を
執
行
せ
し
以
来
、
毎
年
怠
る

こ
と
な
か
り
き
。

そ
し
て
上
杉
家
か
ら
神
宝
と
な
る
謙
信
と
鷹
山
の
所
縁
の
品
を
下
賜
さ
れ
る
機
会
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
三
月
、
太

田
村
の
屯
田
兵
（
そ
の
う
ち
旧
米
沢
藩
士
は
六
十
二
名
）
が
清
国
に
出
征
（
日
清
戦
争
）
す
る
こ
と
と
な
り
、
彼
ら
が
東
京
に
赴
い
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た
と
き
に
実
現
す
る
。
そ
の
顛
末
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

同
月
三
十
一
日
に
東
京
に
入
っ
た
彼
ら
は
、
毎
日
七
時
間
の
練
兵
に
明
け
暮
れ
た
が
、
四
月
十
七
日
に
は
日
清
講
和
条
約
が
結
ば

19

れ
て
、
戦
地
に
赴
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
四
月
七
日
に
は
有
爲
會
の
東
京
部
会
が
飛
鳥
山
公
園
（
東
京
都
北
区
）
で
運
動

会
を
計
画
し
て
お
り
、
彼
ら
も
招
待
さ
れ
て
い
た
こ
の
行
事
の
広
告
（
『
雑
誌
』
一
八
九
四
年
三
月
第
四
三
号
「
米
澤
有
爲
會
東
京

部
大
運
動
会
広
告
」
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）
我
従
三
位
公
に
於
て
も
深
く
此
旨
意
を
賛
成
せ
ら
れ
、
士
気
を
養
成
す
る
の
御
趣
意
を
以
て
、
一
切
の
経
費
を
給
与

（
上
杉
茂
憲
）

せ
ら
れ
、
且
つ
親
臨
の
栄
を
賜
は
ら
ん
と
す
（
中
略
）

上
杉
伯
よ
り
酒
肴
を
賜
は
る
に
付
き
会
費
を
要
せ
す
（
中
略
）

●
春
日
杯
は
諸
君
の
勇
気
を
百
倍
す
べ
し
（
後
略
）

茂
憲
も
こ
の
運
動
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
全
て
の
経
費
を
負
担
し
、
行
事
最
後
の
酒
宴
で
は
「
春
日
杯
」
で
饗
応
さ
れ
る
。
「
春

日
杯
」
は
、
謙
信
が
愛
用
し
た
漆
塗
り
の
酒
杯
で
あ
る
。
こ
の
酒
杯
に
よ
っ
て
謙
信
と
の
結
び
つ
き
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
「
勇
気

を
百
倍
」
す
る
ほ
ど
の
感
激
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

結
局
、
八
日
は
雨
天
中
止
と
な
り
同
十
五
日
に
行
わ
れ
た
。
八
日
は
日
曜
日
の
休
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
武
装
検
査
が
行
わ
れ
、
十

五
日
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
「
是
に
於
て
か
水
泡
に
帰
し
去
り
、
い
と
殘
念
の
こ
と
な
り
」
と
、
同
郷
の
人
々
と
会
す
る
機
会
を

失
っ
た
こ
と
を
非
常
に
悔
や
ん
で
い
る
。
そ
の
後
同
二
十
八
日
は
終
日
の
外
出
日
と
な
り
、
茂
憲
の
招
待
を
受
け
た
米
沢
人
一
同
が
、

湯
島
天
神
内
の
魚
十
料
理
屋
で
の
予
餞
会
に
出
席
し
た
（
『
茂
憲
年
譜
』
同
日
の
条
）
。

北
海
道
屯
田
兵
ニ
シ
テ
、
征
清
従
軍
ノ
旧
米
沢
藩
士
六
十
二
人
、
午
後
一
時
参
邸
ニ
付
、
上
杉
神
社
ノ
神
前
ニ
於
テ
、
春
日
杯

ヲ
以
テ
神
酒
及
献
饌
中
ノ
勝
栗
大
豆
ヲ
賜
ハ
リ
、
夫
ヨ
リ
天
神
社
内
魚
十
ニ
於
テ
神
酒
被
遣
（
中
略
）
同
所
ニ
於
テ
モ
、
春
日

盃
ヲ
用
ヒ
サ
セ
ラ
レ
、
皆
々
孰
レ
モ
難
有
頂
戴
、
夕
刻
退
出
セ
リ
。
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一
同
は
、
上
杉
邸
内
の
上
杉
神
社
（
米
沢
の
上
杉
神
社
を
勧
請
）
に
参
拝
し
、
そ
の
後
は
予
餞
会
に
出
席
し
、
い
ず
れ
で
も
謙
信

所
用
の
「
春
日
杯
」
で
神
酒
を
賜
っ
た
。
茂
憲
は
こ
れ
よ
り
前
同
年
三
月
三
日
に
は
、
同
じ
く
清
国
に
出
兵
す
る
米
沢
出
身
の
近
衛

師
団
に
属
す
る
将
士
を
招
い
て
予
餞
会
を
開
い
た
が
、
そ
こ
で
も
こ
の
時
と
同
様
に
「
春
日
杯
」
を
用
い
て
饗
応
し
て
い
る
（
『
茂

憲
年
譜
』
同
日
の
条
）。

そ
の
後
五
月
二
十
日
に
は
、
平
和
に
関
す
る
勅
諭
の
奉
読
と
司
令
官
の
訓
示
が
あ
り
、
二
十
五
日
に
は
東
京
を
発
つ
こ
と
と
な
る
。

神
社
の
建
立
を
上
杉
家
に
直
接
請
う
機
会
は
、
こ
の
東
京
滞
在
中
を
逃
し
て
な
く
、
再
び
代
表
者
が
上
杉
邸
を
訪
ね
た
（
日
時
は
不

20

明
）
（
前
掲
山
田
「
北
海
道
太
田
村
上
杉
神
社
由
来
」
）
。

是
の
時
に
当
り
、
柿
崎
家
善
、
市
川
慎
一
郎
、
本
庄
孝
長
等
の
諸
氏
、
一
同
を
代
表
し
て
上
杉
伯
邸
に
参
候
し
、
謹
て
武
尊
公

か

ぜ

ん

こ
う
ち
よ
う

御
尊
影
並
に
鷹
山
公
御
真
筆
を
拝
領
し
て
、
永
く
記
念
と
せ
ん
こ
と
を
陳
情
せ
り
。
幸
に
嘉
納
あ
ら
せ
ら
れ
、
親
し
く
之
を
賜

は
る
。
因
に
記
す
。
武
尊
公
御
尊
影
は
、
元
七
軒
町
照
陽
寺
の
秘
蔵
に
係
り
し
も
の
な
り
と
云
ふ
。
五
月
二
十
九
日
、
奉
じ
還

り
て
、
堂
宇
建
立
の
議
を
老
父
に
図
る
。
咸
奮
て
事
を
挙
け
ん
こ
と
を
約
す
。

こ
こ
で
上
杉
家
か
ら
下
賜
さ
れ
た
画
像
は
「
七
軒
町
照
陽
寺
の
秘
蔵
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
照
陽
寺
は
関
東
管
領
上
杉

憲
政
の
菩
提
寺
で
あ
る
。
こ
の
画
像
は
、
照
陽
寺
に
隣
接
す
る
謙
信
開
基
の
常
安
寺
が
所
蔵
す
る
「
鏡
御
影
」
の
模
写
で
あ
る
。「
鏡

御
影
」
は
、
謙
信
が
常
安
寺
の
泰
廉
門
察
の
た
め
に
鏡
に
写
し
て
描
い
た
自
画
像
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
画
像
は
三
代
藩
主
綱
勝
の
命

に
よ
り
修
理
さ
れ
る
な
ど
、
歴
代
藩
主
が
謙
信
崇
敬
の
対
象
と
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
こ
の
画
像
を
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）

に
常
安
寺
の
住
職
上
椙
密
山
が
茂
憲
の
許
可
を
得
て
、
石
盤
摺
に
し
て
関
係
者
に
頒
布
し
た
。
こ
の
う
ち
の
一
幅
と
み
ら
れ
る
。
画

21

像
と
と
も
に
由
緒
書
も
頒
布
さ
れ
た
が
、
現
存
し
な
い
。

一
方
の
「
鷹
山
公
御
眞
筆
」
は
現
在
確
認
で
き
な
い
。
鷹
山
へ
の
崇
敬
に
つ
い
て
は
、
本
庄
氏
の
旧
知
行
地
で
あ
っ
た
白
鷹
郷
（
西
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置
賜
郡
白
鷹
町
）
で
は
、
鷹
山
が
養
蚕
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
例
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
旧
藩
領
小
国
郷
（
西
置
賜
郡
小
国
町
）
で
は
、

遠
方
の
た
め
米
沢
へ
日
帰
り
で
祭
典
に
参
拝
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
上
杉
家
か
ら
謙
信
と
鷹
山
の
遺
物
を
下
賜
さ
れ
て
上
杉
神
社
を

建
立
し
た
（
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
創
建
）
。
そ
の
際
の
趣
意
書
の
中
に
は
次
の
一
項
が
記
さ
れ
て
い
る
。

22

一

鷹
山
公
、
千
苦
万
苦
大
慮
ヲ
煩
ワ
サ
レ
、
産
業
無
之
テ
ハ
民
不
富
ト
被
思
召
、
戸
毎
ニ
桑
樹
ヲ
下
賜
サ
レ
、
養
蚕
道
ヲ
被

開
シ
ヨ
リ
、
今
日
ニ
至
リ
戸
々
活
計
相
立
候
。
此
高
恩
永
生
忘
却
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。

鷹
山
か
ら
桑
苗
を
下
賜
さ
れ
養
蚕
の
道
が
開
か
れ
て
生
計
が
成
り
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
恩
は
永
生
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

し
て
い
る
。
小
国
の
上
杉
神
社
は
、
こ
の
他
四
ヶ
条
の
鷹
山
の
民
政
に
対
す
る
恩
沢
を
あ
げ
て
寄
付
を
募
り
、
す
べ
て
民
費
で
建
立

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
鷹
山
の
民
政
は
、
旧
米
沢
藩
領
の
人
々
に
と
っ
て
、
「
此
高
恩
永
生
忘
却
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
も
の
で
、
鷹
山
に

対
す
る
崇
敬
の
強
さ
が
知
ら
れ
る
。

二

神
社
の
建
立

太
田
村
で
は
、
こ
の
ふ
た
つ
の
謙
信
と
鷹
山
の
遺
物
を
下
賜
さ
れ
て
、
神
社
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
建
設
工
事
は
全

て
寄
付
金
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
こ
の
寄
付
に
は
、
南
兵
村
の
中
隊
長
岩
渕
繁
隆
、
厚
岸
町
判
事
梅
澤
退
輔
を
は
じ
め
と
す
る
篤
志
寄

23

付
者
十
二
名
と
屯
田
兵
六
十
七
名
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
梅
澤
は
第
一
回
遙
拝
式
で
講
義
も
行
っ
て
お
り
、
最
も
高
額
な
寄
付
を
し

て
い
る
。
岩
渕
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。
ま
た
一
般
寄
付
の
中
に
は
神
社
の
近
隣
に
居
住
す
る
他
藩
出
身
の
者
三
名
も
確
認
で
き
る
。

し
か
し
十
月
に
な
っ
て
も
思
う
よ
う
に
進
ま
ず
、
有
爲
會
組
合
會
が
事
業
を
継
続
し
た
。
十
二
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
多
年
の

志
を
貫
徹
し
て
太
田
上
杉
神
社
が
完
工
し
た
。
社
の
規
模
は
、
社
園
三
百
二
十
余
坪
、
堂
宇
三
坪
二
合
五
夕
、
総
桂
材
造
で
、
そ
の
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地
方
に
比
す
べ
き
も
の
が
な
い
緻
密
な
建
築
の
社
で
あ
っ
た
と
い
う
。
御
神
体
の
鏡
の
台
座
は
、
上
杉
家
の
紋
所
に
ち
な
み
、
竹
に

飛
雀
を
彫
刻
し
た
特
別
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
雲
形
で
あ
る
が
、
特
に
上
杉
家
を
意
識
し
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

同
月
二
十
五
日
に
、
寒
風
の
厳
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
臨
時
祭
典
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

翌
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
二
十
九
日
に
は
例
祭
を
執
行
し
、
神
社
運
営
の
規
約
を
定
め
、
毎
年
五
名
の
社
務
掛
を
置
い
て
、

維
持
法
を
堅
く
守
っ
て
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
同
三
十
年
（
一
八
九
七
）
に
は
、
当
地
の
寒
冷
な
気
候
を
勘
案
し
て
、
祭

礼
日
を
陰
暦
四
月
二
十
九
日
と
し
て
い
る
。

神
社
の
建
設
地
は
、
山
田
理
一
郎
の
記
事
で
は
、
市
川
慎
一
郎
宅
地
内
と
し
て
い
る
が
、
隣
の
林
留
次
郎
の
宅
地
内
が
正
し
い
。

現
在
の
太
田
四
の
通
り
沿
い
の
「
開
拓
天
然
記
念
物
・
太
田
屯
田
の
赤
松
」
の
道
路
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
で
あ
る
。
こ
の
神
社
が
建

立
で
き
た
要
因
と
し
て
は
、
清
国
に
出
兵
す
る
旧
藩
士
が
上
杉
邸
に
招
か
れ
た
こ
と
、
そ
の
中
に
茂
憲
と
直
接
交
渉
で
き
る
旧
侍
組

の
本
庄
、
柿
崎
、
市
川
の
三
氏
が
あ
り
、
神
宝
と
な
る
謙
信
画
像
と
鷹
山
真
筆
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
太
田
上
杉
神
社
は
建
立
、
運
営
さ
れ
て
い
く
が
、
前
述
の
と
お
り
屯
田
兵
の
予
備
役
に
な
る
と
生
活
に

困
窮
す
る
者
も
出
始
め
、
離
村
す
る
者
も
相
次
ぎ
、
さ
ら
に
日
露
戦
争
で
の
戦
死
者
も
出
た
。
明
治
末
期
に
は
太
田
村
の
人
口
は
開

村
時
か
ら
半
減
し
た
と
い
わ
れ
、
神
社
の
運
営
に
も
影
響
し
て
く
る
。

24

そ
の
後
の
神
社
祭
典
を
み
る
と
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
は
六
月
十
二
日
（
旧
暦
四
月
二
十
五
日
）
に
行
わ
れ
、
「
上

杉
神
社
祭
典
執
行
相
成
候
ニ
付
、
一
重
持
参
、
社
前
ヘ
集
合
致
候
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
限
り
質
素
な
祭
典
で
あ
っ
た
。
「
一
重

い
ち
じ
ゆ
う

25

持
参
」
と
は
、
各
家
々
が
料
理
を
重
箱
ひ
と
つ
に
詰
め
て
持
ち
寄
る
こ
と
で
あ
る
。

本
論
は
調
査
対
象
を
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
ま
で
と
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
詳
細
は
追
わ
な
い
が
、
離
村
者
の
増
加
に
よ
る
組

織
の
維
持
困
難
と
財
政
の
逼
迫
、
社
殿
の
老
朽
化
に
よ
り
、
太
田
上
杉
神
社
の
社
殿
は
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
解
体
さ
れ
、
現

26
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在
、
跡
地
は
林
に
な
っ
て
い
る
。
御
神
体
や
棟
札
、
謙
信
と
鷹
山
の
画
像
、
関
係
書
類
等
が
屯
田
記
念
館
に
寄
託
保
管
さ
れ
て
い
る
。

結
果
的
に
は
、
神
社
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
が
、
太
田
上
杉
神
社
が
屯
田
兵
と
し
て
入
植
し
た
人
々
の
精
神
的
な
支
柱
で
あ
っ
た

こ
と
は
疑
い
な
い
。

遠
藤
由
紀
子
氏
は
、
太
田
上
杉
神
社
を
「
遙
拝
所
型
」
で
帰
属
意
識
は
「
故
郷
」
と
し
い
る
。
し
か
し
筆
者
が
分
類
す
る
な
ら
ば
、

27

「
藩
祖
祭
神
型
」
で
帰
属
意
識
は
「
旧
藩
（
旧
藩
主
家
）
」
で
あ
る
。
確
か
に
初
め
は
遙
拝
式
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
終
目
的
は
神

社
の
建
立
で
あ
っ
て
、
ま
た
謙
信
と
鷹
山
の
遺
物
を
も
っ
て
神
体
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
単
な
る
望
郷
の
念
で
は
な
い
。

三

太
田
米
澤
会
の
寄
託
し
た
神
社
関
係
史
料

太
田
上
杉
神
社
が
解
体
さ
れ
た
後
、
太
田
米
澤
会
は
、
平
成
三
年
（
一
九
九
一
）
屯
田
記
念
館
の
開
館
に
合
わ
せ
て
神
社
関
係
等

の
史
料
を
寄
託
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
筆
者
が
現
地
で
確
認
し
た
、
謙
信
と
鷹
山
に
関
わ
る
も
の
を
い
く
つ
か
あ
げ
て
み
た
い
。

①
太
田
上
杉
神
社
御
神
体
（
御
神
鏡
）

一
般
に
御
神
鏡
の
台
座
は
雲
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
太
田
上
杉
神
社
の
も
の
は
、
竹
の
半
円
で
そ
の
中
央
に
飛
雀
を
彫
刻
し
て
い

る
。
こ
れ
は
上
杉
家
の
家
紋
「
竹
に
雀
（
上
杉
笹
）
」
を
意
識
し
て
特
別
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
鏡
自
体
は
普
通
の
も
の
で
、

裏
に
は
「
高
砂
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。

②
上
杉
謙
信
画
像
（
鏡
御
影
複
製
品
）

前
記
の
と
お
り
東
京
で
茂
憲
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
上
杉
謙
信
画
像
（
上
杉
茂
憲
下
賜
品
）
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天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
高
野
山
無
量
光
院
に
納
め
ら
れ
た
謙
信
寿
像
が
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
の
高
野
山
大
火
で

同
院
も
画
像
も
消
失
し
た
際
に
、
茂
憲
が
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
納
め
る
た
め
に
作
成
（
石
版
摺
）
し
た
画
像
の
う
ち
の
一
幅

で
あ
る
。
同
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
無
量
光
院
ほ
か
関
係
寺
社
及
び
個
人
計
三
十
四
名
に
贈
ら
れ
、
太
田
上
杉
神
社
も
そ
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
（
『
茂
憲
年
譜
』
明
治
三
十
二
年
一
月
二
十
七
日
の
条
）
。
代
表
的
な
謙
信
画
像
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
画
像

と
由
緒
書
が
紙
の
状
態
で
下
賜
さ
れ
、
所
有
者
そ
れ
ぞ
れ
で
表
装
が
異
な
っ
て
い
る
。
太
田
上
杉
神
社
で
は
由
緒
書
が
現
存
し
な
い
。

④
上
杉
鷹
山
画
像

こ
の
画
像
に
は
署
名
は
な
い
が
「
雲
澤
之
印
」
の
落
款
が
あ
る
。
同
様
の
鷹
山
画
像
で
「
信
好
「
雲
澤
之
印
」
」
と
署
名
落
款
の

あ
る
も
の
が
米
沢
市
や
白
鷹
町
で
複
数
確
認
さ
れ
る
。
作
者
は
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
米
沢
藩
御
用
絵
師
の
目
賀
多
雲
澤
信
好

め

か

た

う
ん
た
く
の
ぶ
よ
し

で
あ
る
。
法
音
寺
所
蔵
の
鷹
山
画
像
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
白
鷹
町
の
養
蚕
講
の
本
尊
と
し
て
祀
ら
れ
た
も
の
に
も
同
様
の
も
の
が

あ
り
、
同
地
の
領
主
で
あ
っ
た
本
庄
孝
長
が
持
ち
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
（
白
鷹
か
ら
の
入
植
は
本
庄
の
み
）
。
画
像
に
比
べ
表
装

が
新
し
く
、
後
に
修
繕
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑤
太
田
上
杉
神
社
棟
札

神
社
の
棟
札
に
は
、
「
奉
齋
祀
正
一
位
嘉
澤
稲
荷
神
社
御
霊
實
」
（
筆
者
祭
祀
の
稲
荷
神
社
棟
札
よ
り
）
等
と
中
央
に
書
か
れ
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
中
央
に
「
棟
札

棟
梁

鈴
木
力
馬

駒
澤
貞
治
」
と
あ
り
、
そ
の
両
脇
に
建
築
費
等
、
下
段
に

大
工
と
木
挽
の
六
名
の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
。「
上
杉
神
社
」
の
名
前
は
み
え
な
い
。
上
段
左
上
に
「
明
治
廿
八
年
八
月
十
四
日
」

と
あ
る
。
棟
上
祭
の
日
付
か
と
思
わ
れ
る
。
鈴
木
力
馬
と
駒
澤
貞
治
は
旧
米
沢
藩
士
で
あ
る
。

⑥
祭
典
の
祝
詞
「
上
杉
神
社
祭
典

淳
辞

」

の
り
と
ご
と

神
社
の
祭
典
で
奏
上
さ
れ
た
祝
詞
で
あ
る
。
末
尾
の
余
白
に
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
大
正
十
年
（
一
九
一
五
）
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ま
で
の
祭
典
の
執
行
日
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
節
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

年
旧
留
久
大
神
等
乃

恩
頼
乎

蒙
布
留
賀

故
、
報
比

奉
良
牟
止
、

旧
大
神
乃

臣
等
、
柿
崎
家
善
、
本
庄
孝
長
、
外
五
十
七
名
、
思
比
仁

思
比

議

利
尓

議
利
氐
、

御
隂
乎

尊
比

喜
比

嬉
比

奉
利

（
中
略
）
家
善
、
孝
長
外
五
十
七
名
之
人
々
等
、
洩
留

事
旡
久

墜
留

事
旡
久
、

農
業
牧
畜
業
乎
毛
、

弥
進
尓

進
美

弥
益
々
仁

富
栄
志
米

給
比

（
後
略
）
。

前
段
で
は
、
古
く
か
ら
大
神
（
謙
信
・
鷹
山
）
の

恩
頼

（
神
威
）
を
蒙
っ
て
き
た
の
で
、
旧
臣
柿
崎
、
本
庄
他
五
十
七
名
が
そ

み
た
ま
の
ふ
ゆ

の
お
蔭
を
尊
び
喜
ん
で
奉
仕
す
る
と
し
、
後
段
で
は
五
十
七
名
が
漏
れ
る
こ
と
な
く
欠
け
る
こ
と
な
く
、
農
業
や
牧
畜
業
に
励
ん
で
、

ま
す
ま
す
栄
え
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。
武
人
の
謙
信
に
も
農
耕
牧
畜
繁
盛
の
願
い
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

牧
畜
業

は
「
農
業
」
の
右
に
補
筆
さ
れ
て
い
る
。
農
業
が
振
る
わ
な
く
な
る
と
牧
畜
に
切
り
替
え
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ま
た
文
中
「
柿
崎
家
善
、
本
庄
孝
長
、
外
五
十
七
名
」
と
あ
る
脇
に
は
「
仁
一
郎
、
秀
長
、
他
十
八
名
」
と
薄
く
ペ
ン
書
が
あ
り
、

長
く
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
仁
一
郎
と
秀
長
は
、
家
善
と
孝
長
そ
れ
ぞ
れ
の
長
男
で
あ
る
。
村
を
離
れ
て

人
数
が
減
っ
て
い
く
中
で
も
祭
礼
が
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
四
節

他
藩
の
神
社
建
立
と
遙
拝

同
じ
く
太
田
村
に
入
植
し
た
例
を
み
れ
ば
、
旧
新
庄
藩
士
（
入
植
三
十
三
戸
）
は
、
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
旧
藩
主
戸

28

澤
家
歴
代
十
一
柱
を
祀
る
戸
澤
神
社
の
建
立
を
計
画
し
た
。
し
か
し
何
ら
か
の
事
情
で
建
立
は
か
な
わ
ず
、
「
戸
澤
神
社
」
と
刻
し

た
石
碑
の
み
を
建
て
た
。
石
碑
は
現
在
、
太
田
一
の
通
り
沿
い
の
鎮
守
妙
見
神
社
の
奥
に
あ
る
。
か
つ
て
の
事
業
所
（
各
通
り
に
設

け
ら
れ
た
共
同
作
業
場
）
の
敷
地
で
あ
る
。
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新
庄
で
旧
領
民
に
よ
り
新
庄
城
址
に
戸
澤
神
社
（
祭
神
は
戸
澤
氏
の
祖
平
衡
盛
（
平
清
盛
の
叔
父
忠
正
の
孫
）
と
初
代
藩
主
政
盛
）

が
建
立
さ
れ
る
の
は
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
で
あ
る
か
ら
、
地
元
に
先
駆
け
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。
太
田
村
で
は
歴
代
十
一
代

を
す
べ
て
祭
神
に
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
歴
代
が
善
政
を
布
い
て
慕
わ
れ
た
こ
と
を
表
す
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
五
代
藩
主
正
諶

ま
さ
の
ぶ

は
、
宝
暦
の
大
飢
饉
の
翌
年
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
に
幕
府
か
ら
三
千
俵
の
米
を
借
上
げ
村
々
に
分
配
し
、
城
内
本
丸
に
氏
神
と

29し
て
祭
祀
し
て
い
た
天
満
宮
の
御
輿
を
城
下
に
巡
行
さ
せ
、
一
般
庶
民
に
も
参
拝
さ
せ
て
安
寧
を
祈
願
さ
せ
て
い
る
。

前
述
し
た
が
、
太
田
村
に
は
村
社
豊
受
神
社
が
建
立
さ
れ
、
村
の
鎮
守
社
と
し
て
旧
藩
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
祭
典
に
参
加
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、
太
田
上
杉
神
社
も
戸
澤
神
社
（
石
碑
）
も
所
縁
の
者
に
よ
る
私
的
な
信
仰
、
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
建
立
で
あ
っ
た
。

な
お
妙
見
神
社
も
、
農
耕
馬
の
健
全
を
祈
る
た
め
に
、
旧
米
沢
藩
士
石
墨
哲
蔵
（
神
官
大
講
義
）
が
相
馬
太
田
神
社
（
旧
妙
見
社
、

福
島
県
相
馬
市
）
か
ら
分
霊
を
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
石
墨
は
志
半
ば
で
病
死
し
た
が
、
そ
の
遺
志
を
継
い
で
村
内
有
志
が
明
治

二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
建
立
し
た
。
相
馬
太
田
神
社
は
、
相
馬
野
馬
追
い
神
事
を
司
る
三
社
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ま
た
同
じ
く
太
田
村
に
入
植
し
た
旧
高
田
藩
士
（
新
潟
県
上
越
市
、
入
植
二
十
七
戸
）
で
は
神
社
を
建
立
し
な
か
っ
た
が
、
旧
藩

祖
榊
原
康
政
を
祀
る
高
田
の
榊
神
社
（
明
治
九
年
（
一
八
七
八
）
建
立
）
の
例
祭
日
に
あ
わ
せ
て
式
典
を
行
っ
て
い
る
。

30

あ
る
い
は
、
札
幌
郡
琴
似
村
（
札
幌
市
西
区
琴
似
）
に
入
植
し
た
旧
仙
台
藩
士
（
宮
城
県
亘
理
郡
の
亘
理
伊
達
家
中
）
は
、
明
治

わ

た

り

八
年
（
一
八
七
五
）
、
亘
理
伊
達
家
初
代
の
成
実
（
武
早
智
雄
命
、
伊
達
政
宗
の
重
臣
）
を
村
の
日
登
寺
境
内
に
祠
を
建
て
武
早
神

し
げ
ざ
ね

た
け
は
や
ち
お
の
み
こ
と

た
け
は
や

社
と
し
て
祀
っ
た
。
そ
の
後
、
社
地
の
寄
進
を
受
け
て
遷
座
し
、
さ
ら
に
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
は
札
幌
神
社
（
現
北
海

道
神
宮
、
札
幌
市
）
か
ら
大
国
主
大
神
の
分
霊
を
受
け
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
は
郷
社
に
列
し
て
い
る
。
亘
理
の
亘
理
要
害

31

に
武
早
神
社
（
現
亘
理
神
社
）
が
建
立
さ
れ
る
の
は
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
地
元
に
先
駆
け
て
の
神
社

建
立
で
あ
っ
た
。

32
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こ
の
よ
う
に
、
入
植
し
た
人
々
が
、
出
身
地
ご
と
に
旧
藩
所
縁
の
神
社
を
建
立
、
ま
た
は
遙
拝
し
た
こ
と
は
、
単
な
る
望
郷
の
念

か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
特
に
地
元
に
先
駆
け
て
神
社
の
建
立
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
そ
の
先
祖
か
ら
代
々
受

け
継
い
で
き
た
、
旧
藩
主
家
の
先
祖
や
歴
代
藩
主
（
領
主
）
へ
の
崇
敬
の
念
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
精
神
的
な
支
え
と
し
て
、

過
酷
な
兵
役
や
重
労
働
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
戸
澤
神
社
も
武
早
神
社
も
帰
属
意
識
を
旧
藩
と
す
る
「
藩
祖
祭
神
型
」

の
神
社
と
い
え
よ
う
。

ま
と
め

明
治
維
新
後
、
旧
藩
士
が
職
を
求
め
て
米
沢
を
離
れ
た
例
は
少
な
く
な
い
。
彼
ら
が
新
天
地
で
精
神
的
な
支
え
と
し
た
の
は
、
や

は
り
謙
信
や
鷹
山
に
対
す
る
崇
敬
の
念
で
あ
っ
た
。
全
国
各
地
の
有
爲
會
支
部
で
は
、
上
杉
神
社
の
祭
典
に
合
わ
せ
て
遙
拝
式
を
行

っ
た
。
ま
た
屯
田
兵
と
し
て
北
海
道
に
渡
っ
た
人
々
は
、
当
初
か
ら
上
杉
神
社
の
遙
拝
式
を
行
っ
て
い
た
。
日
清
戦
争
に
出
征
す
る

た
め
上
京
し
た
彼
ら
は
、
旧
主
茂
憲
に
請
い
、
入
植
し
た
太
田
村
に
上
杉
神
社
を
建
立
す
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
。

米
沢
の
上
杉
神
社
建
立
に
も
関
わ
っ
た
彼
ら
が
、
米
沢
を
離
れ
た
全
国
各
地
か
ら
遙
拝
し
、
ま
た
入
植
し
た
地
に
神
社
を
建
立
し

こ
と
は
、
単
な
る
望
郷
の
念
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
ら
の
先
祖
代
々
か
ら
精
神
的
な
支
え
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
、
謙
信

の
義
勇
と
鷹
山
の
民
政
に
対
す
る
崇
敬
の
念
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
帰
属
意
識
は
旧
藩
主
家
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

藩
政
期
に
は
謙
信
や
鷹
山
に
対
す
る
崇
敬
の
念
を
示
す
史
料
は
極
め
て
少
な
い
が
、
明
治
期
の
『
雑
誌
』
に
は
そ
れ
が
具
体
的
に

表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
謙
信
の
画
像
が
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
た
と
明
記
し
て
い
る
史
料
は

管
見
し
な
か
っ
た
が
、
『
雑
誌
』
の
記
事
に
よ
り
、
謙
信
や
鷹
山
の
画
像
、
上
杉
家
の
旗
が
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に



拙
稿
「
上
杉
謙
信
の
祭
祀
の
転
換
―
御
堂
か
ら
上
杉
神
社
へ
―
」（
『
米
沢
史
学
』
第
三
五
号
（
二
〇
一
九
年
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大

1
学
米
沢
史
学
会
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

有
爲
會
の
歩
み
に
つ
い
て
は
、

松
野
良
寅
「
米
沢
有
為
会
百
年
の
歩
み
」
（
『
社
団
法
人
米
沢
有
為
会
々
誌
』
復
刊
第
三
九
号
、
一
九
八
九

2
年
、
社
団
法
人
米
沢
有
為
会
）、
及
び
同
「
回
顧
・
米
沢
有
為
会
の
百
十
年
」
（
『
同
』
復
刊
第
四
九
号
、
一
九
九
九
年
、
同
）
に
詳
し
い
。

『
佛
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
四
八
号
（
二
〇
二
〇
年
、
佛
教
大
学
大
学
院
）
所
収
。

3
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す
る
こ
と
が
で
き
た
。

な
お
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
厚
岸
町
海
事
記
念
館
文
化
財
係
長
菅
原
拓
己
氏
、
厚
岸
町
太
田
屯
田
開
拓
記
念

館
、
旧
米
沢
藩
士
屯
田
兵
四
世
の
本
庄
俊
長
・
良
子
氏
夫
妻
、
ま
た
本
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
投
稿
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
関
係

各
位
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
令
和
二
年
七
月
）

加
澤
昌
人
（
か
ざ
わ
・
ま
さ
と
）

昭
和
三
十
三
年
秋
田
県
生
ま
れ
。
元
秋
田
県
職
員
。
平
成
十
九
年
佛
教
大
学
大
学
院
修
士
過
程
終
了
。

現
在
同
大
学
院
博
士
後
期
課
程
在
学
中
。

元
上
杉
神
社
宮
司
故
大
乗
寺
良
文
氏
、
元
法
音
寺
住
職
故
髙
梨
宥
興
氏
に
、
謙
信
に
つ
い
て
教
え
を
請
う
。

佛
教
大
学
鷹
陵
史
学
会
会
員
、
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
米
沢
史
学
会
会
員
。

上
杉
松
岬
両
神
社
信
仰
会
会
員
、
米
沢
温
故
会
会
員
。
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杉
原
謙
は
、
『
有
爲
會
雑
誌
』
第
八
～
一
〇
号
（
一
八
九
〇
年
、
有
爲
會
假
事
務
所
）
に
「
上
杉
鷹
山
公
」
を
連
載
し
た
。
ま
た
自
費
出
版

4
に
鷹
山
と
莅
戸
善
政
に
つ
い
て
の
『
水
魚
篇
』
（
一
八
九
二
年
）、
善
政
に
つ
い
て
の
『
莅
戸
太
華
翁
』（
一
八
九
八
年
）
、
先
祖
杉
原
親
憲
に
つ

い
て
の
『
杉
原
親
憲
傳
』
等
の
著
作
が
あ
る
。

駐
日
本
国
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
が
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
来
日
し
た
最
初
の
講
演
で
、
「
私
の

5
父
は
（
中
略
）
上
杉
鷹
山
を
尊
敬
し
て
い
ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
「
山
形
新
聞
」
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
八
日
号
）。
ま
た
同
大
使
夫
妻
は
、

同
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
に
上
杉
家
当
主
邦
憲
夫
妻
の
案
内
で
私
的
に
米
沢
の
上
杉
家
廟
所
に
参
拝
し
て
い
る
。

こ
の
塔
は
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
（
東
日
本
大
震
災
）
で
塔
頂
部
が
倒
壊
し
、
現
在
は
金
鵄
の
像
を
基

6
壇
上
に
設
置
し
て
い
る
。

『
新
厚
岸
町
史
・
資
料
編
四
』（
厚
岸
町
史
編
集
委
員
会
編
、
二
〇
一
六
年
、
厚
岸
町
）
の
「
一
五
・
太
田
村
誌
」
に
よ
る
。

7

こ
の
柿
崎
家
及
び
本
庄
家
の
所
蔵
文
書
を
高
嶋
弘
志
氏
が
翻
刻
し
て
い
る
。
「
厚
岸
柿
崎
家
文
書
の
紹
介
」
（
『
人
文
・
自
然
科
学
：
釧
路
公

8
立
大
学
紀
要
』
第
四
号
、
一
九
九
二
年
、
釧
路
公
立
大
学
）
、
「
厚
岸
本
庄
家
文
書
の
紹
介
」
（
『
同
』
第
五
号
、
一
九
九
三
年
、
同
）
、
「
太
田

村
屯
田
兵
の
日
記
～
『
孝
長
日
誌
』
の
紹
介
と
解
説
～
」（
『
同
』
第
六
号
、
一
九
九
四
年
、
同
）
、「
本
庄
孝
長
『
要
旨
の
覚
』
～
日
露
戦
争
と

太
田
村
～
」
（
『
同
』
第
七
号
、
一
九
九
五
年
、
同
）
、
及
び
「
本
庄
孝
長
『
要
旨
筆
記
』
～
兵
村
解
体
期
の
太
田
村
～
」（
『
同
』
第
八
号
、
一

九
九
六
年
、
同
）
で
あ
る
。

以
下
、
本
項
の
引
用
は
特
に
示
さ
な
い
限
り
こ
の
記
事
に
よ
る
。

9

『
西
野
家
行
囊
帳
』
（
高
嶋
弘
志
翻
刻
解
説
、
二
〇
〇
〇
年
、
厚
岸
町
教
育
委
員
会
）
に
よ
る
。
本
史
料
（
厚
岸
町
有
形
文
化
財
）
は
、
旧

10
新
庄
藩
士
西
野
嘉
太
郎
の
生
涯
を
弟
の
要
三
郎
が
回
想
し
、
太
田
兵
村
の
様
子
を
挿
絵
入
り
で
記
録
し
た
も
の
で
、
当
時
の
状
況
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
中
に
は
、
西
野
家
の
者
が
太
田
村
を
離
れ
る
際
に
、
隣
家
の
柿
崎
家
の
米
山
薬
師
に
手
を
合
わ
せ
て
い
る
場
面
も
描
か
れ
て
い
る
。

『
厚
岸
の
史
実
』（
大
谷
乾
一
郎
編
、
一
九
六
八
年
、
厚
岸
町
）「
一
九
・
往
時
を
語
る
（
三
四
）
太
田
村
屯
田
兵
入
地
表
」
に
よ
る
。

11
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『
葛
麓
・
複
製
版
』
（
新
庄
市
教
育
委
員
会
編
集
発
行
、
一
九
八
三
年
）
所
収
。
本
誌
は
大
正
七
年
か
ら
昭
和
十
九
年
ま
で
（
一
九
一
八
～

12
四
四
年
）
新
庄
の
葛
麓
社
が
発
行
し
た
月
刊
の
郷
土
雑
誌
で
あ
る
。

屯
田
記
念
館
の
展
示
資
料
に
よ
る
。
諡
に
「
童
子
」「
童
女
」
が
つ
く
者
が
十
一
名
見
ら
れ
る
。

13

前
掲

『
西
野
家
行
囊
帳
』
の
解
説
及
び
前
掲
５
『
厚
岸
の
史
実
』
の
「
一
六
・
明
治
大
正
時
代
・
太
田
村
」
に
よ
る
。

14

10

『
屯
田
移
住
本
庄
家
風
雪
百
年
』（
本
庄
俊
長
編
、
一
九
九
三
年
、
自
家
出
版
）
の
本
庄
憲
一
「
屯
田
移
住
本
庄
家
物
語
」
に
よ
る
。

15

前
掲
２
太
田
弘
志
「
太
田
村
屯
田
兵
の
日
記
『
孝
長
日
誌
』
」
に
は
五
月
一
日
と
あ
る
。
山
田
理
一
郎
の
記
事
は
五
年
後
に
書
か
れ
た
も
の

16
で
あ
り
、
日
記
が
正
確
と
思
わ
れ
る
。

前
掲

『
厚
岸
の
史
実
』
の
「
一
五
・
太
田
村
誌
」
及
び
現
地
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

17

11

前
掲
８
太
田
弘
志
「
太
田
村
屯
田
兵
の
日
記
『
孝
長
日
誌
』
」
の
翻
刻
史
料
は
、
明
治
二
十
四
年
九
月
か
ら
同
二
十
五
年
六
月
ま
で
の
記
録

18
で
あ
る
が
、
同
二
十
五
年
一
月
二
十
三
日
と
同
二
月
十
三
日
に
上
杉
神
社
新
築
の
た
め
の
集
会
を
開
い
た
記
事
が
あ
る
。
集
会
の
内
容
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。

『
雑
誌
』
一
八
九
五
年
十
一
月
第
五
九
号
の
周
芳
迂
夫
「
従
軍
雑
記
」
及
び
同
年
十
二
月
第
六
〇
号
の
同
「
従
軍
雑
記
（
續
）」
に
よ
る
。

19
周
芳
迂
夫
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
実
名
を
特
定
で
き
な
い
。

名
前
の
ル
ビ
は
当
時
の
現
地
の
呼
称
に
よ
っ
た
。
旧
米
沢
藩
士
の
間
で
は
、「
か
ぜ
ん
様
」「
こ
う
ち
ょ
う
様
」
と
尊
称
し
た
い
う
。

20

上
椙
密
山
の
画
像
作
成
は
『
茂
憲
年
譜
』
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
五
日
、
同
二
十
六
日
、
及
び
二
月
二
十
二
日
の
条
に
み
え
る
。

21

『
小
国
町
誌
資
料
・
第
四
巻
』（
小
国
町
教
育
委
員
会
編
、
一
九
九
二
年
、
小
国
町
）
に
よ
る
。

22

『
明
治
二
十
九
年
二
月
調

上
杉
神
社
分
社
建
築
寄
付
名
簿
』
（
太
田
米
澤
会
蔵
、
屯
田
記
念
館
寄
託
）
に
よ
る
。
こ
こ
に
は
「
上
杉
神
社

23
分
社
」
と
あ
る
が
、
東
京
上
杉
邸
の
上
杉
神
社
の
分
霊
と
み
ら
れ
る
。
米
沢
の
上
杉
神
社
と
の
交
渉
は
み
ら
れ
な
い
。

前
掲
８
高
嶋
弘
志
「
本
庄
孝
長
『
要
旨
之
覚
』」
に
よ
る
。

24
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前
掲
８
高
嶋
弘
志
「
本
庄
孝
長
『
要
旨
之
覚
』」
に
よ
る
。

25

遠
藤
由
紀
子
「
根
室
地
域
に
お
け
る
屯
田
兵
村
と
神
社
の
研
究
―
士
族
屯
田
と
し
て
の
和
田
兵
村
と
太
田
兵
村
を
中
心
に
」（
『
昭
和
女
子
大

26
学
文
化
史
研
究
』(

一
〇)

、
二
〇
〇
六
年
、
昭
和
女
子
大
学
文
化
史
学
会
）
及
び
現
地
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。
そ
の
後
の
神
社
の
運
営
に
つ

い
て
は
遠
藤
論
文
に
詳
し
い
。

前
掲

遠
藤
由
紀
子
「
根
室
地
域
に
お
け
る
屯
田
兵
村
と
神
社
の
研
究
」
及
び
『
近
代
開
拓
村
と
神
社
―
旧
会
津
藩
士
及
び
屯
田
兵
の
帰
属

27

26

意
識
の
変
遷
』（
遠
藤
由
紀
子
、
二
〇
〇
八
年
、
お
茶
の
水
書
房
）
に
よ
る
。

前
掲
８
高
嶋
弘
志
「
山
形
県
士
族
の
北
海
道
移
住
に
つ
い
て
」
及
び
現
地
で
の
聞
き
取
り
に
よ
る
。

28

『
新
庄
市
史
・
史
料
編
・
下
』（
二
〇
〇
一
年
、
新
庄
市
）
の
第
八
章
第
三
節
「
天
満
宮
の
祭
り
」
及
び
戸
澤
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

29

前
掲
８
高
嶋
弘
志
「
太
田
村
屯
田
兵
の
日
記
『
孝
長
日
誌
』」
に
よ
る
。

30

北
海
道
神
社
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
北
海
道
内
神
社
検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
。

31

亘
理
神
社
境
内
の
説
明
板
及
び
亘
理
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

32


